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近年，道路空間においては，賑わい創出のための利活用等，多様なニーズへの対応が求められている．

道路の利活用の実施手法に関する研究等は多数あるものの，利活用時の歩行者行動（アクティビティ）に

関する知見は十分に蓄積されていない．道路空間の賑わいは人の行動に関わってくるため，アクティビテ

ィを分析・評価することは，空間の質や魅力向上の度合いを測る基礎資料となることが期待される． 

本研究では，コロナ特例道路占用を実施した商店街の道路空間を対象として，歩行者のアクティビティ

調査及び道路管理者・商店街振興組合へのヒアリング調査を行い，コロナ特例道路占用の実施時における

アクティビティの特徴や実施の効果を明らかにした． 

 

     Key Words : road use, pedestrian activity, road space utilization, liveliness, covid-19 
 
 
1. はじめに 
 
(1) 背景・目的  
国土交通省では，道路ビジョン20401)において，まち

のメインストリートが歩行者を中心とした行きたくなる，

居たくなる道路をめざし，地域と一体となって賑わいを

創出することを掲げいる．これに基づき，地域特有の課

題や多様なニーズに応じた道路空間の利活用や再構築の

方法について検討を行っている． 
都市再生特別措置法改正など，道路占用に関する規制

緩和が近年活発化している中，特に2020年においては，

新型コロナウイルス感染症対策として3密を回避するた

めの道路占用許可の緊急措置2)（以下，「コロナ特例道

路占用」という）や，特定の条件下における道路占用基

準の緩和や占用期間の長期化を盛り込んだほこみち制度
3)の創設など，道路空間の利活用に関する社会的な認知

や期待が高まっている状況にある． 
本研究では，日常的な道路空間の賑わいに寄与する取

り組みとしての道路占用許可の緩和措置を活用した事例

を対象に，歩行者のアクティビティ調査や関係者へのヒ

アリングを通じて，コロナ特例道路占用における道路空

間の利活用効果の把握を行うとともに，今後の道路空間

の利活用における課題や知見を得ることを目的としてい

る． 
(2) 既往研究  
 道路上の人のアクティビティに関する研究について，

奥平ら4)は道路上の仮設ギャラリーにおけるアクティビ

ティ生成の有無と賑わいの発生箇所について，人の行動

を詳細に観察することにより，展示空間と人のアクティ

ビティの関係性を明らかにしている．泉山ら5)は，オー

プンカフェ社会実験におけるアクティビティ調査の結果

についてJan Gehl及びGehl Architctsの評価手法6),7),8)を参照し

て分析し，国内の社会実験における評価手法の課題と比

較することで，人間中心視点での公共空間アクティビテ

ィ評価手法について明らかにしている．高橋ら9)はJan 
Gehlら8)が導出した既往活動タイプを再分類し，空間の

活動実態と都心部の街路が有するべき機能との関係性を

明らかにしている．また，泉山ら10)はコロナ特例道路占

用に関する可能性と課題について制度の解説や実際の利

用状況を通じた速報的考察を行っている． 
(3) 本研究の位置づけ  
本研究では，(2)で述べた既往研究を参考に，第２章

で概説するコロナ道路占用特例を活用した事例について，

第３章において，現地でのアクティビティ調査結果から，
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アクティビティとその特徴を示す．第４章においては，

道路管理者や商店街振興組合へのヒアリング調査結果か

ら，コロナ特例道路占用の実施経緯や，実施前後の店舗

利用者や売上の変化等実施の効果を示す．第５章におい

て，これらの調査結果の考察を行い，第６章において本

研究の成果と課題について述べる． 
 
2. コロナ特例道路占用の概要 

 
 国土交通省道路局より，令和2年6月5日に地方公共団

体と地域住民・団体等が一体となって取り組む沿道飲食

店等の路上利用について，道路占用許可基準を緩和する

緊急措置に関する通知11)が各道路管理者に発出された．

3密の回避など感染拡大を予防する「新しい生活様式」

の定着に対応し，店内での飲食だけではなく，路上での

テイクアウト販売やテラスでの飲食提供等を行うための

無余地性の基準等について弾力的な判断を行うことによ

り，路上利用を支援することを目的としている．実施期

間については，当初，令和2年6月5日から同年11月30日
であったが，その後，令和3年3月31日まで期間が延長さ

れた． 
手続きは，道路占用主体が道路管理者及び交通管理者

に対しそれぞれ申請を行う点では通常の道路占用と同様

であるが，道路占用主体に一定の条件が付されている

(図-1)． 
 なお，占用場所は，道路構造や道路交通に支障を及ぼ

さない場所で，歩道上に占用する場合は交通量の多い場

所で幅3.5m以上，その他の場所で幅2m以上の歩行空間

の確保が必要であり，占用物は，道路の構造に支障がな

く周辺の景観等を妨げるものでないことが条件である． 
 

3. 歩行者のアクティビティ調査 

 
(1) アクティビティ調査の目的 

Jan Gehl12)は，自然発生的な行動（人や出来事を見かけ

て，立ち止まって詳しく見る等）こそが，都市空間にお

ける移動と滞留をひときわ魅力的にしており，屋外空間

の質が高まると任意活動（そぞろ歩き，眺めを楽しむた

めに腰を下ろす等の余暇的な性格の強い活動）が大きく

増加し，活動水準が上昇すると，社会活動（他の人を眺

める，おしゃべりをする等の各種コミュニケーションを

含む活動）の顕著な増加を引き起こす，としている．つ

まり，アクティビティは道路空間の魅力の一つであり，

そのアクティビティが増えることは，道路空間の質の向

上が要因の一つであると言える．そのため，日常的な道

路空間のアクティビティを調査することは，現況の道路

空間における人の行動を把握するのみでなく，今後の利

活用において期待されるアクティビティの推定や利活用

に伴う変化の把握，道路空間の質や魅力向上の度合いを

測る基礎資料となることが期待される． 
(2) 調査対象地 

a) 対象地の選定方法 

現地調査に先立ち，全国の都道府県・政令市が管理す

る道路におけるコロナ特例道路占用の実施状況について

アンケート調査を行い，126件（令和2年10月時点）の実

施の回答を得た．そのうち，調査対象地の選定にあたっ

ては，アンケート結果や各報道などを参照し，①取り組

み店舗が多い，②歩行者交通量が多い，③昼夜ともに実

施している，④常時歩行者専用道路ではない，といった

条件を踏まえ，A商店街における取り組みを選定した． 
b) A商店街の概要  
 A商店街は，昭和23年頃より商店街として形成され始

め，平成7年に法人化している．四方を別の商店街に囲

まれた立地にあり，若者向けの店を中心に，飲食店や小

売店等約50店舗から構成されている．A商店街のある通

りは幅員約11m，延長約180mの市道であり，現在の道路

図-1 コロナ特例道路占用の手続きフロー 

表-1 アクティビティ調査の概要 
調査箇所

歩車分離構造
占用位置
交通規制

調査日
2020/12 /11

 （金）
2020/12 /12

（土）
調査時間帯

天気 晴れ時々くもり 曇り時々晴れ一時雨

気温
最高：16.1℃
最低：10.5℃

最高：14.2℃
最低：10.4℃

調査項目（方法）

調査頻度・時間

※性別は男女別
※年齢層は幼児，小学～高校生，成人，高齢者

アクティビティの分布状況（調査員）
歩行者量（ビデオ）

上記の性別・年齢層
各日6回（2時間毎に1回）

各回10分間

両日とも：10:00～20:00

A商店街
歩車分離なし

道路の官民境界側
13:00～5:00歩行者専用道路
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形態となったのは，歩車混在する道路の流入交通の速度

抑制を目的とし，植栽の千鳥配置，インターロッキング

の整備を行ったことによる．   
(3) 調査の概要  

a) 調査方法 

 アクティビティ調査は表-1の通り実施した．ビデオカ

メラは通り全体が確認できる位置(図-2)に設置し，調査

時間中は連続的に撮影を行った．調査方法については，

Gehl Architects13)及び泉山ら5)を参照した上で，調査時間は

人の活動が多いと想定される10時～20時台までの調査と

し，調査の頻度は午前，正午，軽食時など代表的な時間

帯の利用状況を捉えることを目的に，2時間に1回とした． 

b) 現地状況 

 調査箇所における占用状況を図-2に示す．各店舗の営

業時間が異なるため，調査日内で最も占用施設が多く設

置された状況を示している．道路占用をしている店舗の

うち ，13店舗は飲食店であり，そのうち店内に飲食用

の席がなく，路上に椅子やテーブル（以下，「テラス席」

という）を設置している店舗は3店舗である．また，5店
舗は小売店である．飲食店では，路上にテラス席を主に

設置し，小売店では，路上に商品ディスプレイや看板を

主に設置している．なお，各店舗の占用範囲は，軒先か

ら図上の点線（みなし歩道）までを目安とすることを商

店街内で決め，概ねそれに従って設置されている． 

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ
の分類

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ
12/11
（金）

12/12
（土）

沿道建物への立寄り 147 219
行列 6 54
通行時の休憩
（ベンチに腰掛け）

4 13

バス・タクシー待ち 0 0
計 157 286

散歩・観光・街歩き 15 26
立ち止まり（商品や看板を
見る・写真撮影等）

77 90

ジョギング 0 0
テラス席やベンチでの飲食 13 7

計 105 123
遊び 0 0
来街者と沿道住民の会話
（来街者と店員、来街者同士）

22 23

見回り 0 0
計 22 23

清掃 0 0
挨拶・井戸端会議（沿道住民
同士の会話）

2 0

植栽・花壇世話 0 0
計 2 0

祭り 0 0
街路市・フリーマーケット 0 0

計 0 0
表現
活動

演奏、演説、大道芸等 0 0

計 0 0
286 432

社会
活動

地域生活
活動

地域文化
活動

合計

必要
活動

任意
活動

表-2 アクティビティの分類別集計 

図-3 アクティビティ件数・歩行者量の増減 

図-2 商店街における道路占用状況 
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 各店舗の開店時間は，小売店は一部10時前から営業し

ている店舗もあるが11時頃が多い．飲食店は一部24時間

営業や10時前から営業している店舗もあるが，11時頃が

多い．なお，テイクアウト専門の店は12時頃が多い． 
閉店時間については，小売店は一部18時時頃の店舗も

あるが，20時頃が多い．飲食店は20時～21時が多いが，

テイクアウト専門の店は17時～18時頃の店舗もある．占

用施設は各店舗の開・閉店に合わせて設置，撤去される． 
(4) 歩行者量及びアクティビティの集計 
 歩行者量及びアクティビティの集計結果を図-3，表-2
に示す．歩行者量については，調査地内の特定断面(図-
2)を通過した歩行者を集計している．また，アクティビ

ティ件数については，商店街を通り抜けるだけの歩行者

は除外し，複数のアクティビティ（例えば，立ち止まっ

て会話する等）があった場合は，各1件として集計して

いる．なお，「アクティビティの分類」については，出

口ら13)を参照し，現地調査の結果を踏まえて各アクティ

ビティを表-2の通り分類・集計した． 
a) 歩行者量   
 歩行者量は，金曜が1 214人，土曜が2250人と，土曜が

金曜の約2倍，アクティビティ件数は，金曜が286件，土

曜が432件と，土曜が金曜の約1.5倍である．歩行者量及

びアクティビティ件数は午前中から昼間にかけて2日間

ともに両者とも増加するが，夕方から夜間にかけて金曜

は歩行者量は増加するがアクティビティ数は減少し，土

曜は両者とも減少している．歩行者量の増減要因は不明

であるが，アクティビティの減少については， 18時頃

から一部店舗が閉店し始めることよるものと推定される． 
b) アクティビティ件数 

 アクティビティの分類について，沿道建物への立寄り

や行列などの必要に迫られた行動である必要活動が最も

多く，次いで散策や立ち止まり（商品や看板を見る，写

真撮影）等の余暇的な性質のある任意活動となっている．

来街者と商店街関係者との会話等，コミュニケーション

に関わる社会活動や井戸端会議等の沿道コミュニティに

おける日常的な慣習行動である地域生活活動は2日間と

もに数件確認されるが，祭り等の地域文化活動，路上演

奏等の表現活動は確認されなかった．いずれも2日間と

もに共通する傾向にある． 
(4) アクティビティの発生状況 

a) 必要行動以外のアクティビティ 

 必要行動を除いたアクティビティの発生箇所・件数を

図-4に示す．テラス席では主に座っての休憩や飲食，デ

ィスプレイや看板のある箇所では主に立ち止まり（ウイ

ンドウショッピング）等，占用物の目的に応じたアクテ

ィビティが発生していることが分かる． 
b) 特徴的なアクティビティ 

 ビデオによる連続的な定点観測を分析したところ，ア

クティビティにおいて以下の2つの特徴が見られた． 

①路上のテラス席利用者による長時間の滞在 
 コロナ特例道路占用では，個別の飲食店がテラス席等

を屋外に設置できることが一つの特色である．飲食施設

の利用状況を確認するため，従前は飲食スペースのない

スイーツ店と軽食店（図-4）のテラス席を対象に，2日

図-4 アクティビティの分布及び定点観測箇所 
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間の調査時間内における連続的な定点観測を行ったとこ

ろ，テラス席での滞留状況は表-3，図-5の通りとなった．

テイクアウトに比較して，テラス席で飲食を行う人の滞

在が平均で25分程度長く，利用者数でも飲食を行う人が

多かったため，2日間の累積滞在が8時間以上長く観測さ

れた．また，図-5に示す通り，テイクアウト利用者は1
～5分間の短時間利用が多く，7分以上の滞在は飲食利用

者が多い．中にはテラス席での飲食後，再度購入してテ

イクアウトする行動や，飲食中に別の飲食店からテイク

アウトする行動など，長時間にわたって滞在する利用者

もいた．  
②路上のテラス席利用者の複数店舗の利用 
 記録されたアクティビティのうち，テイクアウトをメ

インとする店舗のテラス席を利用した歩行者に着目し前

後の行動を調査したところ，利用前後にA商店街内の別

店舗に寄り道する行動が4件確認された．1件目は，たこ

焼き店前の席で飲食し，その後カラオケ店等の入る建物

へ移動した．2,3件目は，たこ焼き店及び焼き芋店で飲

食や休憩・会話・テイクアウトの後，商店街内の別店舗

へ寄り道し，通り外へ移動した．4件目は，食べ歩きに

よる立食をビル前で行った後，スイーツ店前の席に移動

してスイーツ店の商品を飲食した後，通り外へ移動した． 
 
4. ヒアリング調査  

 
(1) ヒアリング調査概要 
 道路管理者（市）及びA商店街振興組合に対し，①実

施の経緯，②取り組みの効果についてヒアリング調査を

実施した． 

(2) ヒアリングの結果 
a) 実施の経緯 

 道路管理者は，新型コロナウイルス感染症の拡大防止

と経済活動の両立に向け，積極的な道路空間の利活用が

求められると考え，市内各商店街に対しコロナ特例道路

占用の実施について，積極的な呼びかけを行った． 

その呼びかけに応じてA商店街振興組合は，感染拡大

に伴う外出自粛という社会情勢もあり，何かインパクト

のある行動を起こしたいという意向により，コロナ特例

道路占用を活用することにした．しかし，A商店街の組

合員店舗では，店舗間口が狭い，買い物客の不便になる

等の理由により，参加の意向はあるものの，半数以上が

参加を見送った． 

b) 取り組みの効果  
 道路管理者が実施した来訪者や実施店舗に対するアン

ケートによると，来訪者の約8割が取り組みに対し好意

的な評価であった．また，実施店舗からは，テラス席が

あることで集客につながる，飲食スペースのない店舗で

9割がテラス席を利用している，店舗によっては売り上

げが1割程度増えた印象があるなどの意見があり，評価

も高かった．そのため，道路管理者としては，道路の賑

わい創出効果があったと認識しており，道路空間利活用

の取り組みは継続したいという意向であった．一方，商

店街振興組合では，メディアで取り上げられた際は反響

もあったが，そもそも外出自粛により歩行者量が減少し

た状況ではあまり取り組みの効果を実感できていないと

いう意見であった． 

 
5. 調査結果の考察 

 
アクティビティ調査では，テラス席に座っての休憩や

飲食，商品や看板のある箇所では立ち止まりによるウイ

ンドウショッピング等，占用物の目的に沿ったアクティ

ビティの発生が確認されており，沿道店舗の狙い通りの

利用がなされているものと考えられる．また，従前に飲

食スペースのない店舗において，コロナ特例道路占用が

適用されたテラス席を利用した飲食では，滞在がテイク

アウトに比較して長いという結果が得られたことから，

路上にテラス席を設置することにより滞在が長くなって

いる可能性がある．加えて，テラス席を利用した飲食や

休憩・会話の後に，商店街内の別店舗への移動やウイン

ドウショッピング等が確認された．このことは，テラス

席等が，同一商店街内における滞在の増加や追加の消費

行動につながっている可能性を示唆していると考えられ

る． 
ヒアリング調査によると，行政が実施したアンケート

調査等において，利用者の好意的な意見や，実施店舗の

売上増加，飲食施設の利用が多いなどの意見が確認され

た．このことも，アクティビティ調査で把握された特徴

的なアクティビティが，テラス席の利用による滞在の増

加や追加的な消費行動につながっている可能性を示す事

図-5 スイーツ・軽食店の滞在と人数 

表-3 スイーツ・軽食店の滞在・人数 
行動 平均滞在 人数 累積滞在

テイクアウト 0:03:35 12 0:43:00

飲食 0:29:21 19 9:17:43

※値は２店舗の総数
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実であると考えられ，このような特徴的なアクティビテ

ィが見られた個別店舗に関しては，コロナ特例道路占用

による売上増加等の効果があったものと考えられる．た

だし，商店街組合全体では十分な効果が実感されていな

いため，実施店舗の増加や実施店舗に見られる効果を商

店街全体の賑わいに結びつけるような追加的な取り組み

が必要であると言える． 
 
6. おわりに  

 
本研究では，コロナ特例道路占用を実施した商店街を

対象に，現地の占用施設とアクティビティの状況を調査

し，関係者へのヒアリングを行った．その結果，テラス

席利用者の特徴的なアクティビティが確認されたこと，

利用者の好意的な意見が多かったこと，売上が増えたこ

と，コロナ特例道路占用の活用により滞在が延びた可能

性や追加的な消費行動が発生した可能性が明らかになっ

た． 
本研究では，アクティビティ調査を行ったのはコロナ

特例道路占用時のみであるため、実施前後の変化は関係

者へのヒアリングのみによって把握している．今後は，

同一道路空間内における占用の有無や，道路構造の違い

など，条件の異なる道路空間におけるアクティビティ調

査等により，道路空間の利活用によるアクティビティへ

の影響を定量的に明らかにしていくことが課題である． 
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A STUDY ON PEDESTRIAN ACTIVITY IN A SHOPPING STREET UNDER RELAXED 
REGULATIONS  OF ROAD USAGE IN RESPONSE TO SPREADING COVID-19  

 
Hasuo NOBUAKI, Yosuke NAGAHAMA and Nodoka OSHIRO 

 
Recently, it has been required to respond to various needs such as road utilization for creating liveliness. Although there are 

many studies on road utilization methods, knowledge on pedestrian activity during utilization has not been accumulated. The 
liveliness in road space is related to human behavior. So, it is expected that analyzing and evaluating activities will be a basis 
information for measuring the quality of road space and the degree of improvement in attractiveness. In this study, the character-
istics of pedestrian activities and the impact of pedestrian activities under relaxed road usage regulations in response to spreading 
covid-19 are shown, based on survey of pedestrian activity and interview for the road administrator and the shopping street pro-
motion assosiation. 
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